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過去に実施した処分場調査の概要 

 

１ 平成１６～１８年度に実施した処分場調査の概要 

（１）処分場調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１段階調査 

非破壊調査 

①高密度電気探査 

②地中レーダ探査 

③浅層反射法地震探査 

④土壌ガス調査 

 
期間：平成 17 年 3 月 16 日 

  ～平成 17 年 10 月 31 日 

 

非破壊調査の概要 

資料２－１ 
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（２）埋立状況についての考察 

 

 

第２段階調査 
①ボーリング調査 
②重機試掘調査 

 
期間：平成 18 年 3 月 6 日 

  ～平成 19 年 3 月 23 日 

処分場ボーリング調査・廃棄物調査箇所（N=7 箇所） 重機試掘調査の概要 

項 目 No.1 処分場 No.2 処分場 

範 囲 L=42.2m，W=37.4m L=18.6m，W=18.6m 

底面積 9 m2（3.0m×3.0m） 9 m2（3.0m×3.0m） 

体 積 V=5,500 m3 V=1,200 m3 

深 さ 
B-W1 地点：12.5m  

B-W2’地点：4.0m 

B-W6 地点：6.5m 

 

＜第９回能代産業廃棄物処理センターに係る環境保全対策部会（平成 19年 4 月 20 日開催） 配付資料より＞ 

 ○ ドラム缶等が埋め立てられている場所の下位が低比抵抗体となっている傾向が見られる。 

   ドラム缶等から漏出した電解質の影響を受けて、廃棄物や宙水が電気を通りやすくなり、低比抵抗帯として測定されたとも考えられる。 

 ○ 土壌ガス調査で、多くの種類のＶＯＣが高濃度で検出された範囲にドラム缶が埋め立てられている傾向が認められた。 

 ○ No.1 処分場の掘削範囲の北側と東側では、ドラム缶等は埋め立てられていなかった。 

北側や北東側地点でＶＯＣが多く検出されているが、B-W2 地点周辺のドラム缶内容物に起因したＶＯＣガスが、その範囲に多く分布していた透気性が 

高い木くず等の廃棄物層を介して拡散し、検出されたものと考えられる。 

○ No.2 処分場の北側や東側（および No.1 処分場の北東側）には土壌ガス調査でＶＯＣがほとんど検出されなかったエリアが広範囲に分布している。 

  これは、このエリアには高濃度のＶＯＣを含むものがないためと考えられ、北側や東側にはドラム缶は埋め立てられている可能性は小さいと推定される。 
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２ 平成２５、２６年度の処分場調査の概要 

 

 

（１）平成２５年度の処分場調査 

 

①調査期間 

ボーリング実施期間：平成２５年１２月５日～平成２６年１月２９日 

 

②調査地点 

Ｎｏ．２～Ｎｏ．７処分場の１４地点（Ｎｏ．２処分場は１地点）で自然地盤を確認するま

でボーリングを実施。 

 

③溶出試験 

ボーリングコア１ｍ毎に１試料の採取を基本とし、特に含水率の高いものや溶剤臭及び油臭

等の臭いがきついもの等を対象に試料を採取。 

分析項目は、ＶＯＣ（１１項目）、１，４－ジオキサン、ｐＨ、塩素イオン濃度、含水率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平成２６年度の処分場調査 

 

①調査期間 

ボーリング実施期間：平成２６年９月３日～９月３０日 

 

②調査位置 

平成２５年度に油状物質が確認されたＳＢ－１地点を中心として、１５ｍ四方の格子に区切

った点を標準とし、１２地点で調査ボーリングを実施。 

 

③溶出試験 

採取したボーリングコアは、目視でその性状を確認するとともに、ボーリングコア 5m 毎に 1

試料を基本に採取し、溶出試験を実施。 

また、ボーリングした箇所のうち、油状物質が確認された地点については、油状物質等を採

取し、ヘッドスペース GC/MS（SCAN 法）により定性分析を実施。 

 

分析試験概要 

試料名 分  析  項  目 

ボーリングコア 

（1試料／5ｍ） 
ＶＯＣ11項目、1,4－ジオキサン、ｐＨ、含水率 

油状物質 定性分析 

 

 

SB-1 
SB-2 

SB-3 

SB-4 

SB-5 

SB-6 SB-7 
SB-8 

SB-9 

SB-10 

SB-11 

SB-12 

SB-13 

SB-14 

凡例 

調査地点(14 地点) 

ボーリング地点図 

ボーリング地点図 

SB-1 

1B 

2B 

4B 

5B 

6B 

7B 

8B 

9B 

10B 

11B 

12B 

13B 

凡例 

H26 年度調査地点(12 地点) 

H25 年度調査地点 



３　ボーリング調査における廃棄物の分析結果等

上端 ～ 下端 地盤標高 上端 ～ 下端

4.2 ～ 4.5 52.78 48.58 ～ 48.28 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.01 <0.05

6.2 ～ 6.6 52.78 46.58 ～ 46.18 0.12 <0.01 <0.3 0.03 <0.002 0.012 <0.02 0.21 <0.006 0.004 0.27 0.5

3.9 ～ 4.0 54.99 51.09 ～ 50.99 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

9.4 ～ 9.6 54.99 45.59 ～ 45.39 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 0.01 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.13 0.16

10.2 ～ 10.4 54.99 44.79 ～ 44.59 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 0.05

3.6 ～ 4.2 52.25 48.65 ～ 48.05 <0.03 0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.01 <0.05

7.0 ～ 7.4 52.25 45.25 ～ 44.85 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 0.69

2.0 ～ 2.3 52.73 50.73 ～ 50.43 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

5.3 ～ 5.4 52.73 47.43 ～ 47.33 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.01 0.11

10.4 ～ 10.6 52.73 42.33 ～ 42.13 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 0.1

3.65 ～ 3.9 53.17 49.52 ～ 49.27 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

5.0 ～ 5.5 53.17 48.17 ～ 47.67 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

3.9 ～ 4.0 54.41 50.51 ～ 50.41 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

6.2 ～ 6.4 54.41 48.21 ～ 48.01 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.01 0.08

10.6 ～ 10.8 54.41 43.81 ～ 43.61 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

4.5 ～ 4.8 54.58 50.08 ～ 49.78 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.01 <0.05

9.0 ～ 9.5 54.58 45.58 ～ 45.08 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 0.009 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.11 0.06

11.8 ～ 12 54.58 42.78 ～ 42.58 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

4.5 ～ 4.8 52.97 48.47 ～ 48.17 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

8.6 ～ 9.0 52.97 44.37 ～ 43.97 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

4.3 ～ 4.6 54.16 49.86 ～ 49.56 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

7.23 ～ 7.55 54.16 46.93 ～ 46.61 <0.03 0.1 <0.3 0.03 <0.002 0.063 <0.02 0.36 <0.006 <0.002 3.1 <0.05

4.0 ～ 4.2 54.37 50.37 ～ 50.17 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

6.2 ～ 6.5 54.37 48.17 ～ 47.87 <0.03 0.21 0.3 <0.02 <0.002 0.058 <0.02 5.5 <0.006 <0.002 0.57 <0.05

10.7 ～ 11.0 54.37 43.67 ～ 43.37 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.01 0.24

4.8 ～ 5.0 53.96 49.16 ～ 48.96 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

9.3 ～ 9.5 53.96 44.66 ～ 44.46 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

12.9 ～ 13.4 53.96 41.06 ～ 40.56 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 0.11

16.5 ～ 16.8 53.96 37.46 ～ 37.16 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

4.2 ～ 5.0 54.13 49.93 ～ 49.13 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

5.2 ～ 5.4 54.13 48.93 ～ 48.73 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01 <0.05

12.2 ～ 12.5 54.13 41.93 ～ 41.63 <0.03 <0.01 <0.3 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.03 0.33

4.7 ～ 4.9 52.71 48.01 ～ 47.81 <0.03 <0.01 <0.3 0.02 <0.002 0.3 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 5.2 1.0

8.2 ～ 8.5 52.71 44.51 ～ 44.21 <0.03 <0.01 <0.3 0.03 <0.002 0.073 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.11 0.77

5.15 ～ 5.4 52.43 47.28 ～ 47.03 0.013 0.004 <0.001 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 <0.01

7.25 ～ 7.5 52.43 45.18 ～ 44.93 <0.003 <0.001 <0.001 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.01

B-W5 4.7 ～ 4.9 54.52 49.82 ～ 49.62 <0.003 <0.001 <0.001 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.01

6.3 ～ 6.45 54.64 48.34 ～ 48.19 <0.003 <0.001 0.62 0.65 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.05

7.6 ～ 7.8 54.64 47.04 ～ 46.84 <0.003 <0.001 <0.001 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.006 <0.002 0.01

0.3 0.1 3 0.2 0.02 0.04 1 0.4 0.06 0.02 0.1 0.5

mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L

　　：ボーリング調査によりドラム缶が確認された調査地点

赤字：埋立判定基準値を超過

青字：検出値
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孔番

採取深度（GL.-m) 標高（EL.m）



１　高密度電気探査結果の比較

【非破壊調査結果との比較】

Ｂ－０

（仮）

No.2処分場

B-1 B-2
金網入りｺﾝｸﾘｰﾄのﾉｲｽﾞ

B-0(仮)

H29掘削線

B-1 B-2

電極番号

（2.5m間隔）

測線の距離

No.2処分場

H29掘削線

A-1測線

A-2測線

B-2測線

凡 例

：廃棄物等の影響と考えられる

低比抵抗帯（10Ω･m以下）の範囲

：構造物等の影響と考えられる

低比抵抗帯（10Ω･m以下）の範囲

B-0(仮)

11B
（投影）

13B
(投影)

12B
(投影)

Ａ－１

Ａ－２

Ｂ－１ Ｂ－２

SB-1
10B

測線・断面位置図

凡 例

：高密度電気探査測線

：断面位置

：H29ドラム缶掘削範囲

：H29ドラム缶埋立確認範囲

資料２－２
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２　地中レーダー探査結果との比較

No.2処分場

測線・断面位置図
No.2処分場

H29掘削線

C-1

C-2

ﾉｲｽﾞ

No.2処分場C-3

H29掘削線

H29掘削線

●SB-1

●10B

凡 例

：測線

：乱反射型反射波

：強反射型反射波

： H29ドラム缶埋立確認範囲

○SB-1
○10B

※ノイズ：地表面の凸凹や、鉄筋コンクリートの影響に
より小さいノイズが増幅して検出されたもの

Ｃ－１

2

Ｃ－２

Ｃ－３

Ｃ－４

Ｃ－５

Ｃ－６

Ｄ－２

Ｄ－３
Ｄ－４

Ｄ－５

Ｄ－１



D-1

D-2

D-3

D-4

測線・断面位置図

D-3

H29掘削線

H29掘削線

H29掘削線

凡 例

：測線

：乱反射型反射波

：強反射型反射波

： H29ドラム缶埋立確認範囲

※ノイズ：地表面の凸凹や、鉄筋コンクリートの影響に
より小さいノイズが増幅して検出されたもの

○SB-1

○10B

3

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｃ－３

Ｃ－４

Ｃ－５

Ｃ－６

Ｄ－１
Ｄ－２

Ｄ－５

Ｄ－３
Ｄ－４



３　浅層反射法地震探査との比較

4

凡 例

：測線

：波形の振幅の減衰が

小さい区間

：Ｈ２９ドラム缶掘削範囲

：Ｈ２９ドラム缶埋立確認範囲

概

算

標

高

(m)

0 10 20 30 40 50
距 離

60 70 80 86

概

算

標

高

(m)

No.2処分場

0 10 20 30 40 50
距 離

60 70 80

概

算

標

高

(m)

概

算

標

高

(m)

No.2処分場

H29掘削線 11B
(投影)

13B
(投影)

測線・断面位置図

H29掘削線

○10B

○SB-1

E-3E-2

0 10 20 30 40 50
距 離

60 70 76

概

算

標

高

(m)

概

算

標

高

(m)

No.2処分場

7B
(投影)

10B
(投影)

ドラム缶 ドラム缶

E-1

E-2

凡 例

：推定埋立境界線

：連続反射面

：波形の振幅の減衰が小さい区間

（周辺廃棄物とは異なる性状の可能性あり）

H29掘削線

Ｅ－１

Ｅ－２

Ｅ－３

Ｅ－４

Ｅ－５

Ｅ－６

Ｆ－１

Ｆ－２
Ｆ－３

Ｆ－４
Ｆ－５
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測線・断面位置図

F-2

F-3

F-1

ドラム缶

概
算
標
高
(m)

F-4

凡 例

：推定埋立境界線

：連続反射面

：波形の振幅の減衰が小さい区間

（周辺廃棄物とは異なる性状の可能性あり）

距 離

距 離

距 離

距 離

H29掘削線

凡 例

：測線

：波形の振幅の減衰が

小さい区間

：Ｈ２９ドラム缶掘削範囲

：Ｈ２９ドラム缶埋立確認範囲

H29掘削線

6B
(投影)

○SB-1

○10B

Ｅ－１

Ｅ－２

Ｅ－３

Ｅ－４

Ｅ－５

Ｅ－６

Ｆ－１

Ｆ－４
Ｆ－５

Ｆ－３
Ｆ－２



１号

水処理
施設

１号

水処理
施設

１号

水処理
施設

１号

水処理
施設

１号

水処理
施設

１号

水処理
施設

１号

水処理
施設

１号

水処理
施設

C

49

50

51

52

54
.5

C

49

50

51

52

54
.5

C

49

50

51

52

54
.5

C

49

50

51

52

54
.5

C

49

50

51

52

54
.5

C

49

50

51

52

54
.5

C

49

50

51

52

54
.5

C

49

50

51

52

54
.5

SB-1 10B

SB-1 10B

SB-1 10B

SB-1 10B

SB-1 10B

SB-1 10B

SB-1 10B
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③ｼｽ1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

②ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ

①1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

⑥ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

⑤1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ

④1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

⑧ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

⑦ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

４．土壌ガス調査との比較



平成２５、２６年度のボーリング調査とドラム缶内容物との比較

－1－

１０Ｂ

ボーリングコアの廃棄物分析結果 単位：mg/L

上端 ～ 下端 地盤標高 上端 ～ 下端

4.3 ～ 4.6 54.16 49.86 ～ 49.56 - - - - - - - - - - - -

7.23 ～ 7.55 54.16 46.93 ～ 46.61 - 0.1 - 0.03 - 0.063 - 0.36 - - 3.1 -

0.3 0.1 3 0.2 0.02 0.04 1 0.4 0.06 0.02 0.1 0.5

0.03 0.01 0.3 0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 0.006 0.002 0.01 0.05
※　「－」は定量下限値未満のデータ

定量下限値

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
1,4-ｼﾞｵｷｻ
ﾝ

埋立判定基準

1,1,1-ﾄﾘｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
四塩化炭
素

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾀﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸ
ﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ

10B

採取深度（GL.-m)
サンプル
No.

標高（EL.m）
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟ
ﾛﾍﾟン

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ドラム缶内容物の分析結果 単位：mg/L

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
四塩化炭
素

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾀﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸ
ﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟ
ﾛﾍﾟン

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
1,4-ｼﾞｵｷｻ
ﾝ

7.9 0.87 - 6.0 0.19 320 0.02 8.7 0.23 - 14 9.9

37 870 - 8.9 0.027 10 - 280 18 120 980 820

0.02 0.04 - - 0.012 0.2 - 0.1 0.06 0.002 2.6 0.26

2.3 0.51 - 2.6 0.005 0.68 - 1.8 0.018 0.015 1.8 9.9

4.7 0.65 - 2.8 0.005 0.46 - 2.4 - 0.005 2 2.9

0.99 0.11 - 0.18 0.1 0.2 - 0.43 1 0.26 6.9 -

0.32 0.19 - 3.7 0.28 0.92 0.02 2.8 0.046 0.005 14 1

- - - - - - - - - - 0.18 0.3

0.11 - - 11 - 0.26 - 5.5 0.016 0.019 1.1 0.21

- - - 0.03 - 0.049 - - - - 0.02 -

0.02 0.09 - 0.15 - 0.64 - 1 - - 0.71 0.05

0.3 0.1 3 0.2 0.02 0.04 1 0.4 0.06 0.02 0.1 0.5

0.01 0.01 0.3 0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 0.006 0.002 0.01 0.05

※　「－」は定量下限値未満のデータ。　　　　　　　のデータはサンプルの性状ごとの最高値（埋立判定基準を超えたものに限る）。

定量下限値

埋立判定基準

F

G

液状物

サンプルの性状 サンプルNo

H

Ｉ

Ｊ

Ｋ

固形物

U

T

S

R

Q
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－2－

SB-1

ボーリングコアの廃棄物分析結果 単位：mg/L

上端 ～ 下端 地盤標高 上端 ～ 下端

4.7 ～ 4.9 52.71 48.01 ～ 47.81 - - - 0.02 - 0.3 - - - - 5.2 1.0

8.2 ～ 8.5 52.71 44.51 ～ 44.21 - - - 0.03 - 0.073 - - - - 0.11 0.77

0.3 0.1 3 0.2 0.02 0.04 1 0.4 0.06 0.02 0.1 0.5

0.03 0.01 0.3 0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 0.006 0.002 0.01 0.05
※　「－」は定量下限値未満のデータ

1,4-ｼﾞｵｷｻ
ﾝ

埋立判定基準

定量下限値

サンプル
No.

採取深度（GL.-m) 標高（EL.m）
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟ
ﾛﾍﾟン

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

SB-1

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
四塩化炭
素

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾀﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸ
ﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

ドラム缶内容物の分析結果 単位：mg/L

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
四塩化炭
素

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾀﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸ
ﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟ
ﾛﾍﾟン

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
1,4-ｼﾞｵｷｻ
ﾝ

- - - 3.5 - 28 - - - - 0.82 2.5

2.1 0.6 - 0.19 - 0.051 - - 0.57 - 1.9 0.21

4.4 3.5 - 12 - 31 - 0.08 0.18 - 3.7 4.4

- - - 5.9 - 5.2 - - - - 0.29 10

0.03 0.01 - 1.1 - 61 - 0.14 - - 2.4 4.1

- - - - - - - - - - 0.04 -

- - - 0.04 - - - 0.14 - - 0.04 -

0.05 0.04 - 2.6 - 1.1 - 0.18 - - 4.7 0.91

0.14 0.09 - 7.5 - 1.2 - 0.66 0.059 - 5.1 0.45

1.0 0.29 - 2.8 - 1.2 - 0.65 0.011 - 13 0.41

0.3 0.1 3 0.2 0.02 0.04 1 0.4 0.06 0.02 0.1 0.5

0.01 0.01 0.3 0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 0.006 0.002 0.01 0.05
※　「－」は定量下限値未満のデータ。　　　　　　　のデータはサンプルの性状ごとの最高値（埋立判定基準を超えたものに限る）。

サンプルの性状 サンプルNo

液状物

D

E

A

B

C

定量下限値

固形物

Z

Y

X

W

V

埋立判定基準



平成１７年度及び平成２６年度のボーリング調査結果との比較

　ボーリングコアの廃棄物分析結果

B-W4

ボーリングコアの廃棄物分析結果において、ＶＯＣ等（VOC11項目及び1,4-ｼﾞｵ

ｷｻﾝ）が、すべての項目で定量下限値未満であった箇所

ボーリングコアの廃棄物分析結果において、ＶＯＣ等が定量下限値以上で埋

立判定基準値以下の項目があった箇所

ボーリングコアの廃棄物分析結果において、ＶＯＣ等が埋立判定基準値を超え

た項目があった箇所）

上端 ～ 下端 地盤標高 上端 ～ 下端

3.65 ～ 3.9 53.17 49.52 ～ 49.27 － － － － － － － － － － － －

5.0 ～ 5.5 53.17 48.17 ～ 47.67 － － － － － － － － － － － －

3.9 ～ 4.0 54.41 50.51 ～ 50.41 － － － － － － － － － － － －

6.2 ～ 6.4 54.41 48.21 ～ 48.01 － － － － － － － － － － 0.01 0.08

10.6 ～ 10.8 54.41 43.81 ～ 43.61 － － － － － － － － － － － －

4.5 ～ 4.8 54.58 50.08 ～ 49.78 － － － － － － － － － － 0.01 －

9.0 ～ 9.5 54.58 45.58 ～ 45.08 － － － － － 0.009 － － － － 0.11 0.06

11.8 ～ 12.0 54.58 42.78 ～ 42.58 － － － － － － － － － － － －

4.5 ～ 4.8 52.97 48.47 ～ 48.17 － － － － － － － － － － － －

8.6 ～ 9.0 52.97 44.37 ～ 43.97 － － － － － － － － － － － －

4.3 ～ 4.6 54.16 49.86 ～ 49.56 － － － － － － － － － － － －

7.23 ～ 7.55 54.16 46.93 ～ 46.61 － 0.1 － 0.03 － 0.063 － 0.36 － － 3.1 －

4.0 ～ 4.2 54.37 50.37 ～ 50.17 － － － － － － － － － － － －

6.2 ～ 6.5 54.37 48.17 ～ 47.87 － 0.21 0.3 － － 0.058 － 5.5 － － 0.57 －

10.7 ～ 11.0 54.37 43.67 ～ 43.37 － － － － － － － － － － 0.01 0.24

4.8 ～ 5.0 53.96 49.16 ～ 48.96 － － － － － － － － － － － －

9.3 ～ 9.5 53.96 44.66 ～ 44.46 － － － － － － － － － － － －

12.9 ～ 13.4 53.96 41.06 ～ 40.56 － － － － － － － － － － － 0.11

16.5 ～ 16.8 53.96 37.46 ～ 37.16 － － － － － － － － － － － －

4.2 ～ 5.0 54.13 49.93 ～ 49.13 － － － － － － － － － － － －

5.2 ～ 5.4 54.13 48.93 ～ 48.73 － － － － － － － － － － － －

12.2 ～ 12.5 54.13 41.93 ～ 41.63 － － － － － － － － － － 0.03 0.33

B-W5 4.7 ～ 4.9 54.52 49.82 ～ 49.62 － － － － － － － － － － 0.01

7.6 ～ 7.8 54.64 47.04 ～ 46.84 － － － － － － － － － － 0.01

0.3 0.1 3 0.2 0.02 0.04 1 0.4 0.06 0.02 0.1 0.5

mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L

※ 赤字：埋立判定基準値を超過。　　青字：検出値。　　［－」：定量下限値未満のデータ。
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B-W6

埋立判定基準

単位

10B

11B

12B

13B

26

6B

7B

8B

9B

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸ
ﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟ
ﾛﾍﾟン

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
1,4-ｼﾞｵｷｻ
ﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ

調査
年度

孔番
採取深度（GL.-m) 標高（EL.m）

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
四塩化炭
素

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾀﾝ

B-W5

10B

11B 13B

12B

9B6B

7B

8B

B-W6
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ドラム缶が残存している箇所



 

 

１ 検討結果 

（１）非破壊調査との比較 

  ① 高密度電気探査 

○ 過去の解析結果では、「ドラム缶等が埋め立てられている場所の下位が低比抵抗帯となっ

ている傾向が見られる」としていたが、測線上において「掘削によるドラム缶の位置」と

「低比抵抗帯の位置」には、同様の傾向は見られなかった。 

○ 「廃棄物中のＶＯＣが不検出又は埋立判定基準以下であったボーリング地点」は、「低比

抵抗帯に当てはまらない位置」であり、比較的相関が見られた。 

 

  ② 地中レーダー探査 

   ○ 探査の解析深度が４ｍ程度であり、今回ドラム缶が発見された深度より浅いことから、

データの比較はできなかった。 

 

  ③ 浅層反射法地震探査 

   ○ 測線上の「掘削によるドラム缶の位置」及び「ボーリングコアの廃棄物中のＶＯＣが埋

立判定基準を超えていた位置」と「波形の振幅の減衰が小さい区間の位置」には、明らか

な相関は見られなかった。 

 

 ④ 土壌ガス調査 

   ○ 掘削箇所は、土壌ガス調査においてベンゼンが検出された地点ではあるが、「ボーリン

グコアの廃棄物中のＶＯＣが埋立判定基準を超えていた地点」と「土壌ガス調査でＶＯＣ

が検出された地点」には、明らかな相関は見られなかった。 

 

上記結果より、非破壊調査結果とドラム缶の分布状況には、明らかな相関が見られないこと

から、これらの調査は、未掘削の箇所におけるドラム缶の把握には適さないと考えられる。 

 

（２）ボーリング調査との比較 

○ 残存するドラム缶の南側にあるボーリング地点（８Ｂ、１１Ｂ）では、ＶＯＣが埋立判定

基準を超えて検出されており、また、１１Ｂで検出された廃棄物中のＶＯＣは、掘削箇所の

１０Ｂと概ね一致していることから、掘削法面の南側に残存するドラム缶は、さらに８Ｂ及

び１１Ｂ方向に続いている可能性があると考えられる。 

 

○ 残存するドラム缶の西側にあるボーリング地点（Ｂ－Ｗ６、７Ｂ）及び北側にあるＢ－Ｗ

５では、廃棄物中のベンゼンが 0.01mg/L（埋立判定基準：0.1mg/L）の濃度で検出されてい

るものの、その他のＶＯＣは検出されていないことから、掘削法面の西側に残存するドラム

缶は、北側及び西側方向への広がりは小さいと考えられる。 

 

 

 

２ 今後の対応方針 

  ○ 過去の調査結果と掘削状況の比較からは、Ｎｏ．２処分場の未掘削箇所におけるドラム缶

の把握は困難だったことから、埋め立てられている廃棄物の種類やＶＯＣの濃度等を直接確

認できる「ボーリング」による追加調査を行うこととする。 

 

  ○ 重点的に追加調査を行う場所は、掘削箇所（１０Ｂ）の西側・南側法面に残存するドラム

缶の近傍及び掘削箇所の南側とする。 

 

  ○ ボーリングによる掘削深度は、自然地盤が確認できる深さまでとする。 
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